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1．病院、診療所�
　医療法においては、医業を行うための場所を病院と診療所とに限定し、病院と診療所との区分については、病院は20床以上の病
床を有するものとし、診療所は病床を有さないもの又は19床以下の病床を有するものとしている。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　病院については傷病者に対し真に科学的かつ適正な診療を与えることが出来るものであることとし、構造設備等についても相当
程度、充実したものであることを要求している。�
　また、診療所については19床以下の病床を有する診療所について構造設備等に関し病院に比べて厳重な規制をしていない。�
�
2．病院の類型�
　医療法においては、病院のうち一定の機能を有する病院（特定機能病院、地域医療支援病院）について、一般の病院とは異なる
要件（人員配置基準、構造設備基準、管理者の責務等）を定め、要件を満たした病院については名称独占を認めている。�
　また、対象とする患者（精神病患者、結核患者）の相違に着目して、一部の病床については、人員配置基準、構造設備基準の面で、
取扱いを別にしている。�

医療施設の類型�

医療施設�

病院（20床以上）�

診療所（0～19床）�

病　院�

一般病院�

特定機能病院（高度の医療の提供等）�

地域医療支援病院（地域医療を担うかかりつけ医、かかりつけ歯科医の支援等）�

精神病院（精神病床のみを有する病院）（対象：精神病疾患）�

結核病院（結核病床のみを有する病院）（対象：結核患者）�

有床診療所（1～19床）�

無床診療所（0床）�

概　　要

医療施設の類型
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特定機能病院�

趣　　旨�

　医療施設機能の体系化の一環として、高度の医療の提供、高度の医療技術の開発及び高度の医療に関する研修を実施する�
能力等を備えた病院について、厚生労働大臣が個別に承認するもの。�

役　　割�

○　高度医療の提供�
○　高度医療技術の開発・評価�
○　高度医療に関する研修�

承認要件�

○　高度の医療の提供、開発及び評価、並びに研修を実施する能力を有すること�
○　他の病院又は診療所から紹介された患者に対し、医療を提供すること�
　　（紹介率30％以上の維持）�
○　病 床 数…………400床以上の病床を有することが必要�
○　人員配置�
　・医　　師…………通常の病院の2倍程度の配置であること　等�
○　構造設備…………集中治療室、無菌病室、医薬品情報管理室が必要。　　　等�

※承認を受けている病院（平成19年3月31日現在）　…　81病院�

詳細資料 ①
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地域医療支援病院（平成9年～）�

趣　　旨�

　地域医療を担うかかりつけ医等を支援する能力を備え、地域医療の確保を図る病院として相応しい医療機関について、�
都道府県知事が個別に承認するもの。�

役　　割�

○　紹介患者に対する医療の提供（かかりつけ医等への患者の逆紹介も含む）�
○　医療機器の共同利用の実施�
○　救急医療の提供�
○　地域の医療従事者に対する研修の実施�

承認要件�

【開設主体】�
　原則として国、都道府県、市町村、特別医療法人、公的医療機関、医療法人等�
�
○　紹介患者中心の医療を提供していること�
　・紹介率80％を上回っていること　等�
○　救急医療を提供する能力を有すること�
○　建物、設備、機器等を地域の医師等が利用できる体制を確保していること�
○　地域医療従事者に対する教育を行っていること�
○　原則として200床以上の病床、及び地域医療支援病院としてふさわしい施設を有すること�

※承認を受けている病院（平成19年3月31日現在）　…　135病院�

詳細資料 ②
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・高齢化の進展�
・疾病構造の変化�

・高齢化の進展、疾病構造の変化に対応するためには、老人のみならず、広く「長期療養を�
　必要とする患者」の医療に適した施設を作る必要が生じる。�

・少子高齢化に伴う疾病構造の変化により、長期にわたり療養を必要とする患者が増加。�
　療養型病床群等の諸制度が創設されたものの、依然として様々な病態の患者が混在。�

結核病床�伝染病床�精神病床�その他の病床�

その他の病床�

その他の病床�

【制度当初（昭和23年）～】�

結核病床�伝染病床�精神病床�特例許可老人病棟�

【特例許可老人病棟の導入（昭和58年）】�

結核病床�感染症病床�精神病床�
療養型�
病床群�

特例許可�
老人病棟�

【療養型病床群制度の創設（平成4年）】�

患者の病態にふさわしい医療を提供�

結核病床�感染症病床�精神病床�療養病床�一般病床�

【一般病床、療養病床の創設（平成12年）】�

長期にわたり療養を長期にわたり療養を�
必要とする患者必要とする患者�

長期にわたり療養を�
必要とする患者�

長期にわたり療養を長期にわたり療養を�
必要とする患者必要とする患者�

長期にわたり療養を�
必要とする患者�

病床区分に係る改正の経緯�詳細資料 ③




